








家庭用燃料電池の実用化と普及に拍車がかかっている。
2005 年度から新エネルギー財団の大規模実証事業がスタートし、480 台の家庭用燃料電池システムに補助
金が支給された。新日本石油も三洋電機株式会社と共同開発した LPG 仕様家庭用燃料電池を 2005 年３月に商
品化していたが、同型機で 2005 年度の実証事業に参加した。新日本石油は 2005 年度中に 143 台の LPG 仕様
家庭用燃料電池システムを設置、運転開始をしたが、うち 134 台は補助事業に参加したものである。また、大
規模実証事業は 2007 年度まで継続される予定であり、2006 年度は 2005 年度より規模を拡大して実施される
ことになっている。新日本石油は、LPG 仕様家庭用燃料電池に加え、荏原バラード株式会社と共同開発し商品
化した灯油仕様家庭用燃料電池でも実証事業に参加する予定である。
ところで、燃料電池の発明は 19 世紀にさかのぼり、内燃機関の発明よりも前のことであるという。また、
最近でも数十年にわたって大規模な研究開発が行われて来たそうである。しからば、なぜ今まで実用化と普及
が進まなかったのだろう。無知と偏見を承知のうえで私なりに普及に向けての課題を考えてみたい。
燃料電池の普及を阻害している理由として一般に言われているのは価格が高いということである。これには
２つの面があると考える。すなわち一つは、量産によるコストダウンと普及が卵と鶏の関係にあることであり、
二つ目には、仮に量産が進んだときにでも現状の電気料金や給湯設備に比べて価格優位性があるかどうかとい
うことであろう。
前者の場合は、累積生産数の増加による学習効果や量産による調達部品のコスト低下が現れる前に高価な燃
料電池システムを誰が買ってくれるのか、という問題になる。VTR やパソコンなどは、世の中に出てきた当初
の非常に高価な時でさえ買う人がおり、低価格化と需要拡大が相乗的に機能した。この場合、消費者には VTR
やパソコンが持つこれまでに無い機能に喜びと価値を見出していた。家庭用燃料電池システムの場合はどうだ
ろうか。燃料電池から生み出される電気は系統電力と区別がつかないし、湯の性質も普通の給湯器から出るも
のと変わらない。燃料電池システムはエネルギー利用効率が高く、地球温暖化対策や化石燃料を大事に使うと
いう観点から大きな意義があると言っても、消費者にとってはそのすばらしさや使う喜びが分かりにくい。新
日本石油が行ったアンケートでも燃料電池を知っていると答えた主婦は４％、その特長は漠然としか理解され
ていないのが現状である。従って価格の低下と普及との間のジレンマは研究開発でよく言われているデスバレー
（死の谷）に似ており、これを乗り越えるためにはさまざまな政策に加えてメーカー、事業者の確固たる決意が
必要であると感じている。
さて後者の場合は、普及が可能となる価格は予測されており、その達成は技術開発の進捗にかかっていると
言われている。私見だがシステムの簡素化等によるコストダウンに加え、エネルギー利用効率や耐久性など課
題は多いが、昨今の開発状況を見る限り技術的に解決でききる可能性は高いと感じている。むしろ家庭用燃料
電池が最も有効に使われる消費スタイル、すなわち使用時の価格メリットを最大化するための提案が鍵を握っ
ているようにも思われる。すなわち、家庭用燃料電池システムは発電機付給湯器とも言えるので、湯と電気を
バランス良く使う生活スタイルを研究普及することで、燃料電池の稼動率を高める工夫が普及には欠かせない
ことであると思われる。
世界に先駆けて燃料電池システムが普及することは更なる技術進歩を促し、燃料電池の分野で日本が世界の
技術的リーダーになれることを意味している。またその時期は確実に近づいている。まず消費者から関心を持
たれること、認知されることが必要であり、そのためには町内で燃料電池システムを見かけるところまで早く
もって行かなければならないと考えている。行政の支援もあり、長年の開発経験を生かした技術開発とともに
普及のための研究もがんばらなければならないと思う。
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動作温度が下がるにつれて家庭用としての開発が有望になってき
ました。

（大阪ガスご提供の写真を図案化）

㈱テクノバンク 　辻　　信義…126
ベンチャー紹介ベンチャー紹介ベンチャー紹介

報告報告
燃料電池開発情報センター　宮原　　純…132

東京電力　小野寺　真…134

燃料電池開発情報センター　永田　　進…135

国土交通省 　柴田　　陽…117
投稿投稿

トヨタ自動車㈱　河津　成之…120


